
　遺族の手続きの負担を解消するため、『ご遺
族のためのおくやみハンドブック』を作成。市
役所やその他の行政機関での必要な手続きや書
類、担当の窓口などを記載しており、死亡届を
提出する際にお渡ししています。
　また、手続きが必要な部署を職員が同行して
案内するサポートも行っています。希望する人
は、希望日の３日前までに電話でご連絡くださ
い。
　問い合わせ　市民課お客様サービス係（☎
0866－92－8388）

身近な人が亡くなられた後の
手続きの流れなどをまとめた

おくやみハンドブックを作成

　協定書を手にする髙橋勝浩稲城市長と片岡市
長（写真左から）

　協定書を手にする片岡市長と倉敷法人会の岡
荘一郎会長、清水男副会長（写真左から）

　

市
は
和
歌
山
県
由
良
町
と
、
災
害

時
に
お
け
る
相
互
応
援
に
関
す
る
協

定
を
締
結
。
１
月
18
日
、
協
定
締
結

式
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
い
ず
れ
か
の
市
町
に
大
規
模

災
害
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、

協
定
に
基
づ
き
、
職
員
の
派
遣
や
食

料
・
飲
料
水
の
供
給
、
必
要
な
資
機

材
の
提
供
を
行
い
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ　
危
機
管
理
室
（
☎

０
８
６
６
―
９
２
―
８
５
９
９
）

　協定書を手にする山名実由良町長と片岡市長
（写真左から）

東
京
都
稲
城
市
と災害

時
に
お
け
る
相
互
応
援
協
定
を
締
結

　

２
月
２
日
、
市
は
東
京
都
稲
城
市

と
災
害
時
に
お
け
る
相
互
応
援
に
関

す
る
協
定
を
締
結
し
、
協
定
締
結
式

を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
で
は
、
今
後
ど
ち
ら
か

の
市
に
大
規
模
災
害
な
ど
が
発
生
し

た
際
に
、
職
員
の
派
遣
や
物
資
の
提

供
を
行
う
こ
と
を
取
り
決
め
て
い
ま

す
。

　

問
い
合
わ
せ　
危
機
管
理
室
（
☎

０
８
６
６
―
９
２
―
８
５
９
９
）

倉
敷
法
人
会
と

災
害
時
の
支
援
協
力
に
関
す
る
協
定
を
締
結

　

市
は
２
月
４
日
、
災
害
後
の
経
済
活
動
の

速
や
か
な
復
興
を
目
的
と
し
て
、
公
益
社
団

法
人
倉
敷
法
人
会
と
、
災
害
時
に
お
け
る
支

援
協
力
に
関
す
る
協
定
を
締
結
。
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
締
結
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

協
定
で
は
、
災
害
発
生
時
に
市
の
要
請
を

も
と
に
、
同
会
が
事
業
所
の
災
害
ご
み
の
搬

送
を
支
援
す
る
こ
と
や
復
旧
に
必
要
な
物
資

を
提
供
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ　

危
機
管
理
室
（
☎

０
８
６
６
―
９
２
―
８
５
９
９
）

　
遺
族
に
必
要
な
こ
と
を

ま
と
め
た
『
ご
遺
族
の
た

め
の
お
く
や
み
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
』

和
歌
山
県
由
良
町
と

災
害
時
に
お
け
る
相
互
応
援
協
定
を
締
結

福　祉福　祉

問
い
合
わ
せ　

政
策
調
整
課
（
☎
０
８
６
６
―
９
２
―
８
２
１
３
）

市
民
に
寄
り
添
っ
た
福
祉
施
策
を
協
議

市
民
に
寄
り
添
っ
た
福
祉
施
策
を
協
議

全
国
屈
指
福
祉
会
議
を
開
催

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
１
月
21
日
、

全
国
屈
指
福
祉
会
議
を
開
催
。
市
が
重

点
的
に
取
り
組
む
福
祉
施
策
に
つ
い
て

協
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
９
つ
の
部
会
が
来
年
度

取
り
組
む
重
点
施
策
と
目
標
値
を
定
め

た
「
福
祉
王
国
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
提
示
。

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
全
世
代
が
抱

え
る
課
題
を
話
し
合
い
支
援
に
つ
な
げ

る
仕
組
み
づ
く
り
や
待
機
児
童
の
解
消

な
ど
に
つ
い
て
、
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。
各
部
会
か
ら
報
告
さ
れ
た
施
策

の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
部
会
】

■�

社
会
全
体
で
支
援
す
る
た
め
、
子
ど

も
・
保
護
者
・
事
業
者
・
地
域
へ
の

広
報
・
啓
発
活
動
を
実
施

■�

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
本

人
や
そ
の
家
庭
へ
の
支
援
体
制
を
確

立
【
子
ど
も
虐
待
ゼ
ロ
部
会
】

■�

児
童
虐
待
の
未
然
防
止
の
た
め
、
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
な
ど
へ
の
定
期
的

な
訪
問
を
実
施

■�

再
発
防
止
の
た
め
、
保
護
者
な
ど
へ

の
子
育
て
支
援
研
修
を
実
施

【
健
康
ゲ
ッ
ト
部
会
】

■�

″
歩あ
る

得と
く

〟
や
″
リ
ン
得
〟
の
健
康
商

品
券
事
業
の
普
及
促
進
に
よ
り
、
健

康
づ
く
り
を
推
進

■�

糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
に
起
因
す

る
疾
病
を
防
ぐ
た
め
、
特
定
健
診
の

受
診
を
促
進

■�

高
齢
者
の
フ
レ
イ
ル
（
身
体
機
能
や

認
知
機
能
の
低
下
状
態
）
予
防
の
普

及
啓
発
を
実
施

【
障
が
い
者
支
援
部
会
】

■�

医
療
分
野
な
ど
新
た
な
事
業
へ
の
挑

戦
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
障
が
い
者

就
労
継
続
支
援
Ａ
型
・
Ｂ
型
事
業
所

の
給
与
・
工
賃
向
上
を
推
進

■�
精
神
障
が
い
者
へ
の
理
解
促
進
セ
ミ

ナ
ー
を
実
施

■�

福
祉
的
就
労
か
ら
一
般
就
労
へ
の
ス

ム
ー
ズ
な
移
行
を
促
進

【
高
齢
者
支
援
部
会
】

■�

全
世
代
型
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
確
立

■�

認
知
症
の
人
が
行
方
不
明
に
な
る
事

案
の
発
生
を
受
け
、
安
心
を
守
る
取

り
組
み
を
推
進

■�

フ
レ
イ
ル
予
防
の
た
め
の
研
修
会
を

実
施

【
ひ
き
こ
も
り
支
援
部
会
】

■�

常
設
型
や
体
験
型
、
夜
間
型
の
居
場

所
の
利
用
促
進

■�

支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成

【
待
機
児
童
ゼ
ロ
部
会
】

■�

幼
稚
園
で
の
預
か
り
保
育
の
拡
充

■�

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
定
員
増
加

【
発
達
障
が
い
児
支
援
部
会
】

■�

支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
が
義
務

教
育
を
終
了
し
た
後
も
サ
ポ
ー
ト
で

き
る
体
制
の
整
備

■�

幼
児
期
か
ら
の
切
れ
目
な
い
支
援
体

制
の
充
実
強
化

【
地
域
連
携
部
会
】

■�

地
域
一
元
化
推
進
の
た
め
、
地
域
づ

く
り
協
議
会
と
懇
談
を
実
施

令和４年度に取り組む施策を委員や各部会の有識者で協議した
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